
令和６年能登半島地震（金沢市）における対応（応援派遣）

１ 概要
金沢市では令和６年１月１日に発生した能登半島地震において甚大な被害※が発生。近隣市町からの
広域避難により、広域避難者の対応も増大している。
金沢市から中核市市長会に対し中核市災害相互応援協定に基づく応援要請があったため、下記の支援
を実施した。

２ 支援内容
①賃貸型応急住宅 申請受付業務【事務職員を派遣】
②被災住宅の応急修理 申請受付・審査業務【建築職員を派遣】

３ 派遣状況 前 期：令和６年２月 ５日（月）～４月１２日（金）
後 期：令和６年４月１５日（月）～５月３１日（金）

延べ応援人数：９０名（事務６０名、建築３０名）

【活動の様子】

※金沢市の被害状況
（令和６年６月１８日時点）
・人的被害 9人
・住家被害 6,615棟

全 壊 30棟
半 壊 237棟
一部破損6,348棟

・非住家被害 161棟

金沢市提供資料

５ その他
・金沢市と富山市へ総務省からの依頼による技術職員の中長期派遣
を実施。
金沢市…姫路市（土木）１名、高崎市（河川・内水）１名
富山市…越谷市（道路）１名、長野市（道路）１名

４ 応援市 福井市、甲府市、長野市、松本市、岐阜市、豊橋市、岡崎市、一宮市
豊田市、富山市（後期のみ）、福島市（前期のみ） 計１１市


